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　金剛院は摂津市の北部にある真言宗の寺院です。

寺伝によりますと、天平10年（738年）、僧行基

が難波津におられた時、北東に光る所があるの

で行ってみますと、一老翁がおり、行基に珍菓

を供しながら、「この地は霊地なり一寺の建立

を乞う」と言い、消え去りました。行基は薬師

如来を刻み本尊となし、放光山味舌寺と名付け

ました。その後、鎌倉時代の初頭、この地に賊

徒が蜂起し、寺を守っていた官軍がこれまでと

思った時、本尊薬師如来に祈念したところ、群

蜂が出現して勝利を得ました。その折、戦死し

た蜂を武具と共に埋め供養したのが「蜂塚」です。

これにより寺名が蜂熊山（霊蜂山）蜂前寺金剛

院と改められました。今でも、毎年３月８日に

は「蜂供養」が行われており、全国から、養蜂

関係者が訪れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　織田有楽斎が豊臣秀吉から味舌領２千石をい

ただいてから、金剛院は織田家の傘下になり、

戦火で焼かれた伽藍は再建されました。７代目

藩主織田豊前守輔宣殿の代にようやく往古の面

影を取り戻したと言われています。２代目藩主

織田豊前守長定殿の再建した護摩堂に安置され

ています不動明王立像は、寄木造りの秀作で平

安後期の作品とされています。平成７年の阪神

淡路大震災で不動明王立像の一部が破傷し、平

成10年9月から平成11年3月までに修復されました。

江戸時代にも修復されたことが分かり、昭和29

年に大阪府指定有形文化財に指定されました。 

　現在は、約6,000平方メートルとなり、昔の面

影はありませんが、落ち着いたお寺です。 

　ＪＲ東海道線千里丘駅西口下車、線路沿いに

大阪方面へ戻り10分ぐらいです。 

●蜂熊山　金剛院を訪ねて 

▼お問い合わせ先▼ 
摂津市教育委員会生涯学習スポーツ課 

ＴＥＬ　０６－６３８３－１１１１ 

Ｅ-ｍａｉｌ　ｓｈｏｕｇａｉｇａｋｕ-ｓｐｏｒｔｓ@ｃｉｔｙ. 
ｓｅｔｔｓｕ.ｏｓａｋａ.ｊｐ 

守口市 MORIGUCHI SHI

● お問い合わせ先 ● 
守口市企画課 

ＴＥＬ：06－6992－1221（内線233） 

　守口市の玄関口である京阪守口市駅南側は、昭和

６１年に再開発が行われ、市民体育館・文化センター・

大型商業施設やホテル等が集まる、守口市の顔とな

る地区です。 

　しかし、再開発から２０年あまりが経過した現在、

市内外に大規模商業施設の出店が進むと共に、イン

ターネットを利用した購買方法等、市民の消費動向

に大きな変化が起こっています。このような状況に

対して、駅前のにぎわいを取り戻そうと、再開発地

域にある百貨店やホテルそして駅周辺の商店街がス

クラムを組んで駅前の活性化に動き出しています。 

　駅前再開発の中心に位置する「カナディアンスク

ウェア」と呼ばれる広場は、「守口市民まつり」が

毎年実施されるなど市民のふれあいの場として定着

しており、今回この場を活用したイベントをご紹介

いたします。 

　平成１９年から、７月には「駅前七夕まつり」が

開催されています。このイベントでは、カナディア

ンスクウェアを中心に駅周辺の商店街に大小の竹笹

を設置し、地域の幼稚園や商店街やホテル、百貨店

に来られた方に書いていただいた短冊をつるしたり、

七夕当日には、フリーマーケットと模擬店を開催し、

七夕の笹にイルミネーションを点灯し、雰囲気を盛

り上げています。 

　１１月には「駅前ちびっこフェスタ」が開催され

ており、市内小中学生が多数参加し、フリーマーケ

ットや模擬店、よさこいソーランやキッズダンスで

親子連れなどでにぎわいます。 

　また、昨年末から、「駅前イルミネーション」と

して京阪守口市駅とホテルをつなぐクリスタル橋に

４,８００球のイルミネーションの点灯が始まっています。

アポロン橋の希望の鐘と相まって幻想的な雰囲気を

醸し出し、クリスマスの時期には若い人達にも人気

のスポットとなっています。ハッピープロムナード

として１２月１５日から翌１月の成人式まで点灯して

います。 

　ぜひ一度守口市にお越しいただき、このようなイ

ベントを体験していただけたらと思います。 
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